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｢2,3,5,8, ･･･という数列があります｡8の次にくるのはどんな敷でしょ
うか｡｣という問題t'日がある｡これは, r罪数の問題の正解は一つ｣と思い込んでい
る人々が,必ずしもそうではないことを端的に知ることのできる問題である｡すなわも
オープンエンド('2)の問題である｡小学収の教室でも試みたが,子どもたちが自分で考
えだした根拠によって説明がつく数を何種類も発表し,それらがすべて正解であること
を知ると ｢罪数でも答えがいっぱいあるんだ.｣と目を輝かす｡
今,新しい学力観に立つ学習指導が強(求められており,多くの学校で積極的に取り
組まれている｡許数の授業においても.子どもたちの興味や関心を並祝して,主体的な
活動を促し,算数のよさを満喫しながら充来した学習を展開している教室も多い｡そこ
では,子ども一人一人が充実感をもって学習できるようにするために,個に応じた学習
指導も大切にされている｡
個に応じた指導の一つとして,オープンアプローチによる学習指導がある｡これは,
複数の解答や多様な解法をもつ問題による問題解決的な学習である｡このオープンアプ
ローチを窓口にして,新しい学力観に立つ群数の学習指導について述べてみたい｡
1 新しい学力観とオープンアプローチ
新しい学力観に立つ教育では,自ら学ぶ
意欲や子どもが自ら考え,判断し,表現で
きる資質や能力の育成が重視され,子ども
が主体となって展開する学習指串が求めら
れている｡
そのために,内発的な学習意欲に基づい
て,一人一人が自分のよさや可能性を発揮
しながら主体的に学習を進めていくことが
大切になる｡
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算数の授業を新しい学力観の観点でとら
えると,指導のねらい,指導の内容,指導
の方法という3つの視点からみることがで
きる｡ここでは,指導の方法に視点を当て
たい｡
指導の方法からみた改善の方向を次に挙
げてみたい｡
(1)学習過程の工夫
○間題解決的な学習
･学習意欲に支えられた主体的学習
○個に応じたきめ細かな指導
･解決の喜びが味わえる
○体験的な活動の重視
○学習意欲を高める工夫
･考えないではいられない問題の堀
の設定,発間
･よさが分かる
○考えの進め方の指導
･見通しをもつ
･既習の経験や数学的なアイデアを
生かす体験を摘む
･自分自身に問いかけながら考えを
進める(もう一人の自分との対話)
･自分の考えを的確に伝えたり,友
達の考えを聞き,よさを兄いだす
･学習のまとめと自己評価を正視す
る
･多様な考え方への対応を工夫する
○教材研究の工夫
(2)個に応じた指導
○子どもの実態把握 (子ども理解)
○目標の設定工夫
｢関心 ･意欲 .態度｣, ｢思考 .刺
断｣, ｢技能 ･表現｣. ｢知識 ･
理解｣を身に付けることを盈視
ねらいを自分のものにできる
○教材の工夫
算数のよさが味わえる教材
思いを寄せて積極的にかかわれる
教材
○学習活動における支援の工夫
助言,発間等
愛情ある共感的な子ども理解をも
とにした支援
○学習形姐の工夫
○指導過程における評価の工夫
指導と評価の一体化
評価規準の設定
観察記録,自己評価.相互評価等
次に,オープンアプローチの特徴を述べ
る｡
オープンアプローチによる指串では,問
題がオープンであるB学習問題は,まず,
問題の解決の着想や方法,または解答が多
様であるということである｡これは一人一
人の子どもの必要感に応じるものでなけれ
ばならない｡そして,一人一人の子どもに
応じた支援をし,早く解決できる子どもも
考えがなかなか進まない子どもも,欝数の
授菜に充実感をもてるようにする指導であ
るDオープンアプローチによる指串の代表
的な特徴は下記のようである｡
○問題解決的な学習
○実態把握と個に応じた細やかな支援
だれもが,自分の力でできた,分か
ったという音びを味わえるような教師
の支援｡助言.ヒントカード,励まし
称揚など
○教材の工夫
･末完結な問題
･答えが一つでも解法が多様にあった
り,いろいろな考え方ができる問題
･発展できる問題
･興味,関心のもてる問題
○自分で自分なりに学習を進める意欲を
持続させる工夫
自分に問いかけながら学習を進める
･前に学習したあのことが使えないか
･他の考え方がないか
･もっと簡単にできないか
･図で考えてみよう
･噸序よく考えてみよう
･友達に説明できるか
･三角形4個で考えた｡5個ではどう
なるかな (発展)
など ･･･
○評価の工夫と評価の生かし方
･指導に生かすための学習水準の設定
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･支援のための評価
･長期的視野に立つ評価
先の新しい学力観の構想とオープンアプ
ローチによる指導の特徴とを照合してみる
と,韮なる部分が多く,オープンアプロー
チが新しい学力掛 こ立つ学習指導の･一つと
して有効であることが分かる｡
2 オープンアプローチによる学習指導の
展開例
オープンアプローチによる指導の代表的
なものは.台形を面積の等しい二つの部分
に分ける分け方を考える問題であるが,也
で紹介されているのでここでは割愛する｡
先の数列2,3,5,8･･･に知的好
奇心をもった子どもたちは,いろいろな数
の並びに興味を示し始める｡例えば,次の
ような問題にも横島的に取り組もうとする｡
(例1)きまりを見つけよう(5.6手相I)
左の数の図から
哩 )27｡ますか｡
どんなことが分か
できるだけたく
さん見つけましょ
＼l/ ぅ｡
この間題は,数と数の間の関係を見つけ
るところがオープンなところである｡子ど
もたちは,①倍の関係,②和 ･差の関係,
③公約数,④公倍数という観点から関係を
見つける｡このとき,子ども一人一人が自
分なりに数の間にあるきまりを見つけよう
としているので,どんな小さなことがらも
認め,自分自身に問いかけながら自分の力
で前進しようとする意欲を高めることが大
切である｡いろいろな関係を見つけた子ど
もは,図をさらに延ばしていったり,款や
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形を変えた図を作ったりすることで発展的
に考えることができる｡また,規則正しい
数の並びの美しさを味わうことができる教
材でもある｡
個に応じる指導に生かすために,問題解
決における学習水準を次のように考えるこ
とができる｡学習水準を参考にして一人一
人の学習状況を把握し.助言やヒントカー
ドなどによる支援をする｡
第1水準 一部分だけの関係を取りLh
すことができる｡
第2水準 第1水準の部分的な見方を
広げ,全体的な規模で,倍の
関係や和 ･差の関係のうちい
ずれかを見つけることができ
る｡
第3水準 全体規模で関係をつかむこ
とによって,より高次な関係
(公約数,公倍数)に気付く
ことができる｡ (欺図の構造
が分かる)
第4水準 構造を理解することにより
もとの図をさらに延ばしたり
他の敷図を作ったりするなど
発展的な問題を作ることがで
きる｡
ここでは.VanHlele(フアン ･ヒ-レ)
の学習水準理論のアイデアの一部を参考に
したが, ｢水準｣という言葉を,固定的に
評価し ｢振り分ける｣というような意味で
は使用していない｡
例1は,それぞれの子どもなりの答えが
出せる問題である｡第1水準では,どの位
密でもそうなるか確かめることから次への
ステップへの入り口を示唆できる｡第2水
準では.もう一人の自分や教師の助言によ
る ｢もっと他のきまりはないか｣という問
いかけなどから,列や菱形の中にある款の
関係に目を向ける｡倍の考えが生きて働く
ところである｡さらに,自分の考えを友達
に説明することや,友達の考えを聞くこと
で,互いのよさにも気付くことができる｡
どの子どもにも大切な授業時間であり,そ
れぞれが充実した活動の時を過ごすことが
できるように支援する必要がある｡
オープンアプローチによる授業の終末は
開いたままで次時へつなぐことも多い｡一
人一人が自分の課題をもっているのでそれ
を次の授業で追求することになる｡また,
自分なりにまとめて終わることもある｡例
1では,集団解決の過程で第3水準まで出
たので,歎図を延ばしたり,作り直したり
することによって,全月が第3-4水準を
体吸した.
3 オープンアプローチによる学習指導と
評価
オープンアプローチによる学習指導では,
オープンな問題で子どもの主体的な活動を
大切にした授業を行う｡また,閑適に内在
している自由性 (問題の正答,解決の仕方,
発展の仕方の自由性)を生かしながら指導
する｡したがって,子どもの反応は多様で
ある｡一人一人の反応を把握し,それぞれ
に応じて支援する必要がある｡学習括軌に
おける観葉に重点をおいて,よさや可能性
を把握するよう努める｡また,一人一人の
問題解決のプロセスが明確になるような操
作活動や記録を工夫する必要がある｡さら
に,自己評価や相互評価によって,学習を
振り返ったり,次の課題を明確にしたりす
ることができるので,これらの評価にも重
点をおきたい｡オープンアプローチでは,
一人一人の学習の進め方にも自由性がある
ので,自己評価や相互評価できる力を育て
ることが特に必要である｡
新しい学力観に立つ学習指導では,評価
の観点と評価規準を設定して,子ども一人
一人の目標の実現状況を把握して指導に生
かすことが強調されている.オープンアプ
ローチによる学習指導でも,評価規準の設
定にプラスして,評価の観点として間趨解
決における学習水準を設定し,学習活動の
状況を把握するよう努めている｡ (前節参
照) これらの評価は,評価のための評価
ではなく,支援のための評価なので,子ど
も一人一人を愛情をもって共感的に理解す
ることが韮本になる｡
4 今後に向けて
新しい学力観による学習指導では, ｢何
を救えるか｣ではなく ｢どんな力を育てる
か｣ということが問われている｡
一人一人の算数に寄せる思いや頗いが大
切にされ,個に応じた支漢がなされるなら
ば,算数はおもしろいという子どもたちが
もっと増えるだろう｡
オープンアプローチによる学習指導によ
り,子どもが,興味と関心をもって問題に
取り組み,自分の力で前進していけるよう
な"よい"問題の開発や支旗の方法の工夫
に一層の努力を払いたい｡そして,算数の
よさや自分や友達の考えのよさに気付く棲
会を多く提供できるようにしたいと倣って
いる｡
また,以前目にした本の中で,次のよう
な諺があった｡
Ihear,and∫roTgOL.
lsee,and【remember.
ldo.andlunderstand.
オープンアプローチによる学習において
ち,思考実験等も含めて体験的学習を･R祝
したい｡
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